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研究成果の概要（和文）：　ローリスク妊婦の緊急帝王切開分娩に対する適応力を高めるために出産準備教育プ
ログラム（PEACE）の教材として、ブックレットとタブレット版アプリを開発し、効率性・経済性を考慮した
Stepped-wedge designで効果を検証した。
　妊娠32週以降に介入を行ったブックレット群300人、タブレット群324人が研究参加した。介入後、緊急帝切と
なった27人、対照群25人に産褥5日・1か月に調査した結果、介入群は2時点ともにEPDSが有意に低かった。IES-R
平均は、介入群が低い傾向はあったが有意差はなかった。２つの教材はそれぞれメリットがあり、施設の特徴や
システムによって選択することが望ましい。

研究成果の概要（英文）： A booklet and tablet version of the app were developed as teaching 
materials for the Prenatal Education for Adaptation to Cesarean birth in Emergency (PEACE) to 
improve the adaptability of low-risk pregnant women to emergency cesarean delivery. The effect was 
verified by a longitudinal survey by Stepped-wedge design considering efficiency and economy.
 After 32 weeks of gestation, 300 women in the booklet group and 324 women in the tablet group 
received intervention. A survey of 27 people who had an emergency cesarean section actually and 25 
people in the control group on the 5th day of puerperium and 1 month showed that the intervention 
group had significantly lower EPDS score at both time points. The IES-R mean tended to be lower in 
the intervention group but not significantly different. Each of the two teaching materials has its 
own merits, and it is desirable to select them according to the characteristics and system of the 
facility.

研究分野：母性看護学、助産学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　PEACEはローリスク妊婦に緊急帝王切開分娩に関する包括的な情報を提供しても不安を煽ることはなく、実際
に緊急帝王切開となっても産後うつのリスクを低減することが分かった。PEACEは通常の母親教室にプラス10～
15分、または外来の待ち時間に情報提供することができ、ブックレットかタブレットかという教材は、施設の特
徴やシステムによって選択することができる点で、臨床での活用が期待できる。
　さらに、新型コロナウイルス感染症防止のために集団教育ができないときでも、タブレットによる情報配信は
可能であったことから、パンデミックに備えた新しい出産準備教育としても、発展させる意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
帝王切開分娩（以下、帝切）率は世界的に増加している。わが国の帝切率は、ここ 30年間で
病院は 3倍、診療所は約 2倍になり、妊婦全体で 5人に 1人が帝切で子どもを出産している。
とくに、緊急帝切では過酷な出産体験がトラウマとなる場合もあり、心的外傷後ストレス障害や
急性ストレス障害が報告されている。 
筆者らは、2012～2017年度に実施した「緊急帝王切開に対する妊婦の適応力を高める出産準
備教育プログラムを用いた介入研究」（日本学術振興会科学研究費助成事業 基盤研究 C：課題
番号 24593415）で、ローリスク妊婦の緊急帝切に対する適応力を高めるための出産準備教育プ
ログラム（Prenatal Education for Adaptation to Cesarean birth in Emergency：PEACE）を
開発した。PEACEは緊急帝切における妊婦の適応力を高めることで出産満足度を高め、分娩に
起因したトラウマや産後うつを予防することをねらいとしている。 
本研究課題では、次のステップとして PEACE をさらに多くの妊婦に知ってもらい活用の場
を拡大させるために、情報提供のツールと方法にバリエーションを持たせた。 
 
２．研究の目的 
 
１） ローリスク妊婦に緊急帝切の包括的な情報を提供する教材用アプリを開発する。 
２） ２つの介入方法（ブックレット／タブレット版アプリ）のどちらが効果的であるかを効率
性・経済性を考慮した Stepped-wedge designで検証する。 

３） 実際に緊急帝切となった褥婦に対する縦断調査で PEACEによる介入効果を検証する。 
 
３．研究の方法 
 

１）対象者：A県内の産科診療所５施設に通院する妊娠 32 週以降の妊婦 
 
２）介入・調査期間：2018 年 12 月～2020 年 10 月 
 
３）介入およびデータ収集方法：ブックレット群は通常の母親教室で助産師から 10～15 分で説
明を受け、次の妊婦健診日に調査票を封書で提出した。タブレット群は外来待合室にてアプ
リを見た後に、タブレット上の Web アンケート画面で入力・送信した。妊娠後期は PEACE の
妊婦の理解度や、もし緊急帝切となった場合の適応度の予測、教材の評価を調査した。さら
に、実際に緊急帝切で生児を出産したブックレット群・タブレット群の褥婦と対照群に産褥
5日目・1か月に縦断調査を行い、緊急帝切への適応度、出産満足度、緊急帝切に起因する
トラウマの有無、PTSD 様症状(IES-R)、産後うつ症状(EPDS)について効果検証を行った。 
 
４）データ分析方法：対照群、介入群ごとに記述統計を行った。２群間比較には SPSS Ver.22 を
用いて、t 検定、χ2 検定、Mann-Whitney 検定を行った。自由記述のテキストデータは、  
意味内容の類似性によって分類した。 
 
５）倫理的配慮：介入前後の縦断調査によるデータを扱うため、データは個人識別番号を用いて
管理した。対象者への依頼時に、研究参加の自由意思、個人情報の遵守、個々の回答が特定
されないように処理して分析、公表することを保証した。回答された質問紙または Web アン
ケートの回収をもって同意を得たものとした（倫理審査委員会承認 250050）。 
 
４．研究成果 
１） 対象者 
対照群は研究協力施設の通常の妊娠ケアを受け、緊急帝切で出産した褥婦で、産褥 5 日
目に 29 人、産褥 1 か月に 25 人からデータを回収した。介入群のうちブックレット群は  
妊婦 300 人、産褥 5日目 13 人、産褥 1か月 7人、タブレット群は妊婦 324 人、産褥 5日目
14 人、産褥 1か月 10人からデータを回収した。 
 

２） 妊娠後期の教材による比較 
ブックレット群 300 人、タブレット群 324 人の回答を分析した結果、ブックレット群の
説明の理解度は「よく分かった」が 59.7％で、タブレット群 40.1％よりも有意に高かった
（p＜0.001）。適応度の予測は、両群とも「自分なりに落ち着いて対応できそう」19％、「な
んとか対応できそう」が順に 71.7％、73.1％で差はなかった。タブレット群の教材の評価
は「とてもよい」が 64.5％で、ブックレット群の 56.0％よりも有意に高かった（p＜0.05）。 

 



 
 
３） 緊急帝切への適応度、出産満足度（産褥 5日目） 
対照群 25人、介入群 27人。手術への実際の適応度は、両群とも「なんとか対応できた」
が最多であった。出産満足度の平均は、対照群 5.0±0.2、介入群 4.4±0.5 で有意差はなか
った。 
緊急帝切への適応度と出産満足度の理由について自由記述の回答を意味内容の類似性に
よって分類した。その結果、適応できた理由は『帝切の可能性の示唆』『スタッフの説明や
対応による安心感』で、適応できなかった理由は『心が追いつかずパニック』が多かった。
出産満足度が高かった理由は『母子共に無事でよかったという実感』『スタッフの適切な判
断と心情の理解への感謝』であった。以上から、妊娠期の緊急帝切もありうるという心構え
と、手術時の医療者の丁寧な説明や対応による安心感が産婦の適応を促すこと、産婦の逼迫
した心情や無念さを理解した対応が出産満足度に影響することが示唆された。 
 

４） PTSD 様症状（産褥 5日目→1 か月） 
IES-R 平均は、対照群 8.5±2.0→3.7±1.0、介入群 6.4±1.5→2.8±1.3 で、2時点ともに
介入群が低い傾向はあったが、２群間に有意差はなかった。 

 

 
５） 産後うつ症状（産褥 5日目→1 か月） 
EPDS 平均は、対照群 6.9±0.8→3.2±0.4、介入群 3.4±0.8→1.9±0.4 で、2時点ともに
介入群が有意に低かった（p＜.01，p＜.05）。 

  

 
 
PEACE は緊急帝切後１か月までの産後うつのリスク低減に効果があることが分かった。ブック
レット／タブレット版アプリの教材は、それぞれのメリットがあるため、施設の特徴やシステム
によって選択することが望ましい。今後もデータの蓄積と教材開発を進める予定である。 
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